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第
六
扇
　
六
手
永
の
変
遷

‖
山
方
手
永
　
（
占
部
筋
手
永
と
も
言
う
）

昭
和
五
十
五
年
頃
ま
で
は
、
上
六
名
・
下
六
名
・
羽
根
・
柱
・
針
先
・

若
松
・
井
内
・
野
畑
・
下
和
田
・
坂
左
右
・
国
正
・
中
村
・
正
名
・
定
国

と
永
野
　
（
幸
田
）
　
の
十
五
町
で
あ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
上
六
名
と

下
六
名
が
手
永
を
辞
退
し
た
の
で
十
三
町
と
な
っ
た
。

現
在
で
は
、
御
田
扇
祭
奉
賛
会
の
役
員
を
羽
根
・
柱
・
針
崎
・
若
松
で

一
名
、
井
内
・
野
畑
・
下
和
田
・
坂
左
右
・
で
一
名
、
国
正
・
中
村
・
定

国
・
正
名
・
永
野
で
一
名
の
計
三
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
、
十
三
ケ
町
の

構
成
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。

神
輿
を
送
る
順
序
は
、
若
松
1
針
先
↓
柱
↓
羽
根
↓
井
内
↓
下
和
田
↓

国
正
1
正
名
↓
永
野
1
定
国
1
中
村
↓
坂
左
右
1
野
畑
の
順
で
進
み
、
十
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）

三
ヶ
年
で
一
巡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

行
列
の
威
儀
物
は
、
道
中
を
清
祓
す
る
神
職
を
先
頭
に
御
田
扇
役
員
1
町

役
員
1
御
幣
1
赤
扇
1
神
輿
1
神
輿
台
1
榊
桶
（
根
付
）
1
日
月
旗
1
白

扇
1
雪
洞
1
花
傘
1
梵
天
1
各
町
の
白
旗
十
三
本
1
子
供
神
輿
1
交
通
安

全
の
旗
1
太
鼓
　
（
音
曲
）
　
の
順
で
進
ん
で
い
く
。

な
か
で
も
伊
勢
神
宮
の
外
宮
で
請
け
て
き
た
御
礼
が
入
っ
て
い
る
神
輿

は
、
そ
の
年
の
新
婚
の
男
性
が
担
う
　
「
し
き
た
り
」
　
と
な
っ
て
い
た
こ
と

や
、
神
輿
の
送
り
順
が
若
松
・
針
崎
・
柱
・
羽
根
を
除
き
一
つ
の
村
を
通

り
過
ぎ
て
次
の
町
に
送
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
手
永
の

特
徴
と
も
い
え
る
。

山
方
手
永
で
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
神
輿
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
　
に
岡
崎
本
町
建
具
屋
の
文
治
朗
と
塗
師
清
吉
外
一
名
の
名
が
底
板
裏

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
百
年
近
い
歳
月
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
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い
る
。
今
日
ま
で
何
度
か
の
修
理
が
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
長
い
歴
史
を

感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

⑳
往
時
の
構
成
材
（
大
庄
屋
は
六
名
の
斉
藤
家
）

上
六
名
・
下
六
名
・
上
明
大
寺
・
下
明
大
寺
・
戸
崎
・
羽
根
・
柱
・
針
崎
伊

上
和
田
・
井
内
・
野
畑
・
下
和
田
・
坂
左
右
・
国
正
・
定
国
・
中
村
・

正
名
・
二
軒
屋
・
永
井
・
永
野
・
上
羽
角
・
下
羽
角
・
羽
角
・
野
場
・

野
崎
・
斑
目
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

臼
堤
通
り
手
永

天
保
の
頃
に
は
毎
年
六
日
か
ら
八
日
を
か
け
て
村
々
を
巡
回
し
て
い
た

が
、
′
弘
化
の
頃
よ
り
中
之
郷
村
（
大
庄
屋
は
中
之
郷
村
の
長
嶋
家
）
よ
り

始
ま
り
中
之
郷
村
で
終
わ
っ
て
い
た
。
廻
る
順
序
は
、
右
廻
り
を
す
る
と

翌
年
度
は
左
回
り
と
さ
れ
て
い
た
。

往
時
の
神
輿
は
新
婚
男
子
が
担
う
・
・
・

坂
左
右
町
を
通
り
越
し
国
正
町
稲
荷
社
へ
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当
時
の
構
成
材
は
、
下
青
野
・
下
土
井
・
在
家
・
上
三
ツ
木
・
下
三
ツ
木
・

上
福
桶
・
下
福
桶
・
安
藤
・
東
浅
井
・
西
浅
井
・
新
村
・
高
落
・
下
合
歓

木
・
上
合
歓
木
・
高
橋
・
中
青
野
・
上
青
野
・
中
之
郷
・
赤
渋
・
福
島
新

田
・
久
後
・
宮
地
・
法
性
寺
・
牧
御
堂
・
上
土
井
の
二
十
五
ケ
村
で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
治
二
十
四
年
頃
よ
り
現
在
の
一
年
一
ケ
村
の
廻
り
方
が
定
着

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

行
列
の
様
子
は
、
ご
く
最
近
ま
で
十
間
に
余
る
船
や
七
間
余
の
鯉
な
ど

の
　
「
作
り
物
」
や
、
現
在
で
も
さ
れ
て
い
る
花
傘
に
吊
る
す
サ
ル
や
人
形
・

野
菜
等
き
れ
い
な
布
に
綿
を
詰
め
て
形
を
整
え
る
「
細
工
物
」
な
ど
準
備

も
大
変
で
あ
る
。
そ
し
て
、
往
時
は
行
列
に
は
嫁
に
き
た
ば
か
り
の
若
嫁

が
、
黒
紋
付
服
に
紫
の
袴
を
付
け
た
厳
粛
な
服
装
で
参
加
し
た
と
古
老
の

は
な
し
で
あ
る
。

ま
た
、
道
中
に
お
い
て
は
、
中
之
郷
の
鉄
箱
な
ど
取
り
揃
え
た
奴
道
中
や
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土
井
の
棒
の
手
な
ど
が
行
列
に
参
加
し
て
華
を
添
え
た
こ
と
も
語
り
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
宮
地
↓
赤
渋
↓
中
之
郷
↓
上
青
野
↓
高
橋
1
上
合
歓
木
↓

下
合
歓
木
↓
高
落
↓
新
村
↓
東
浅
井
↓
西
浅
井
↓
安
藤
↓
福
桶
1
下
三
ツ

木
↓
上
三
ツ
木
↓
下
青
野
1
在
家
↓
土
井
↓
牧
御
堂
↓
法
性
寺
の
二
十
ケ

村
を
二
十
年
か
け
て
一
巡
し
て
い
る
。

行
列
の
順
序
は
、
先
導
者
↓
大
麻
↓
所
役
　
（
祭
員
）
↓
白
杖
↓
高
張
堤

灯
↓
梵
天
↓
大
幡
↓
花
傘
1
神
職
・
祭
員
↓
役
員
↓
大
団
扇
↓
宮
総
代
・

町
役
職
者
↓
榊
桶
↓
唐
檀
↓
御
幣
↓
御
神
輿
1
大
団
扇
↓
大
花
傘
↓
小
旗

二
十
本
↓
太
鼓
1
踊
り
連
中
↓
子
供
神
輿
1
子
供
会
役
員
↓
子
供
会
踊
り

連
↓
屋
台
↓
救
護
係
↓
記
録
係
と
続
き
大
層
な
賑
わ
い
で
あ
る
。

堤
通
手
永
の
巡
幸
は
　
「
御
田
扇
祭
が
御
鍬
祭
よ
り
移
行
し
た
も
の
」
　
と

言
わ
れ
る
な
か
で
、
往
時
の
姿
が
想
像
で
き
る
豪
華
で
あ
で
や
か
な
装
い
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と
い
え
る
。

臼
北
山
中
辛
永
　
（
額
田
筋
手
永
と
も
言
う
）

大
正
の
三
年
頃
ま
で
は
、
薮
田
の
神
社
に
御
神
輿
を
安
置
し
て
お
い
て

六
月
頃
に
村
か
ら
村
へ
と
順
に
送
っ
て
い
た
。
迎
え
た
村
で
は
村
中
を

一
巡
し
て
次
の
村
へ
送
り
届
け
る
こ
と
に
な
る
。
村
に
よ
っ
て
は
神
輿
が

そ
の
村
で
一
晩
宿
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
宿
を
す
る
と
一
晩
中
警
護
を

す
る
苦
労
が
あ
る
の
で
、
遅
く
な
っ
て
も
次
の
村
に
送
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
一
村
一
日
を
要
し
た
村
や
そ
う
で
な
い
村
も
あ
り
、
手
永

内
を
一
巡
す
る
の
に
約
一
ケ
月
ほ
ど
の
日
数
を
要
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

神
輿
行
列
の
順
序
は
、
先
幣
↓
御
神
輿
↓
傘
鉾
↓
塩
ま
き
（
区
長
が
畦

道
に
塩
を
撒
き
な
が
ら
進
む
）
　
↓
幣
束
　
（
梵
天
）
　
↓
太
鼓
1
榊
福
俵
↓

一
般
村
民
が
の
ぼ
り
を
持
っ
て
参
列
を
し
て
い
た
。
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そ
の
後
、
村
々
へ
の
神
輿
の
巡
幸
は
な
く
な
り
、
大
庄
屋
の
あ
っ
た
薮
田

八
幡
宮
に
御
神
輿
を
安
置
し
て
お
い
て
、
田
植
え
の
あ
と
に
生
産
組
合
長

を
中
心
に
田
扇
祭
と
し
て
六
月
に
神
職
と
町
の
役
員
等
で
お
参
り
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
永
の
行
列
に
は
　
「
榊
福
俵
」
　
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
俵

は
俵
の
中
に
　
「
川
砂
と
籾
糠
」
　
を
混
ぜ
て
十
六
貫
余
り
に
し
た
も
の
を

き
れ
い
に
表
装
す
る
。
そ
れ
に
榊
の
木
を
挿
し
て
枯
れ
な
い
よ
う
に
俵
に

湿
り
気
を
加
え
る
と
十
六
貫
余
の
俵
が
二
十
貫
余
　
（
七
十
㌘
）
　
の
重
さ
に

も
な
る
。
こ
の
榊
福
俵
を
村
中
で
力
自
慢
の
若
衆
が
担
い
で
、
次
の
村

ま
で
送
り
届
け
る
の
を
自
慢
と
し
て
い
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
榊
福
俵
は
、
軽
い
と
　
「
世
相
が
悪
い
」
と
も
言
わ
れ
、
水
に

浸
し
て
重
く
し
て
か
ら
出
発
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

0
往
時
の
構
成
材
（
大
庄
屋
は
薮
田
の
神
尾
家
）

大
庄
屋
か
ら
手
永
の
村
々
へ
の
送
り
状

覚

榊
福
俵
一

発
　
幣
一

梵
　
天
一

手
　
臓
　
三
十
本

幣
　
束
　
二
本

御
神
輿

但
し
御
台
二
脚
添
え

梵
天
の
字

天
下
和
順
　
但
　
祈
五
穀
成
就

右
の
品
々
於
村
二
相
改
達
可
被
敦
侯

以
　
上

未
六
月
手
永
村
々

薮
田
村

庄
屋
衆
中

大
庄
屋

神
尾
彦
右
衛
門
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か
ぶ
ら
木
・
外
山
二
色
・
北
須
山
・
小
丸
・
蔵
次
・
新
居
・
柳
・
大
谷
・

通
通
津
・
安
戸
・
米
河
内
・
駒
立
・
西
阿
知
和
・
東
阿
知
和
・
百
々
・
磯

部
・
東
蔵
前
・
西
蔵
前
・
岩
津
・
仁
木
・
八
ツ
木
・
井
口
・
伊
賀
・
井
田

大
樹
寺
・
薮
田
・
大
門
新
田
・
上
里
・
上
大
門
・
中
大
門
・
下
大
門
・
目

名
・
能
兄
の
三
十
四
ケ
村
と
な
っ
て
い
た
。

囲
東
山
中
手
永

明
治
の
初
め
頃
ま
で
神
輿
を
洞
村
に
常
時
安
置
し
て
お
き
、
土
用
入
り

の
頃
に
洞
村
か
ら
山
間
の
村
々
を
四
十
日
ほ
ど
か
け
て
一
巡
し
て
い
た

の
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正
の
初
期
に
一
度
だ
け

復
活
し
た
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
御
田
扇
祭
に
つ
い
て
記
憶
し
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
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往
時
、
巡
幸
に
使
用
し
た
神
輿
は
、
今
で
も
八
柱
神
社
に
保
管
さ
れ
て

お
り
、
四
月
中
旬
の
春
祭
り
と
併
せ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
神
社
は
応
永
年
間
に
本
多
家
の
祖
先
本
多
平
八
郎
助
時
な
る

者
が
創
建
し
、
本
多
家
代
々
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
洞
村

の
氏
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
祭
事
を
司
り
栄
え
て
き
た
。

明
治
二
十
五
年
に
子
爵
本
多
忠
敬
公
よ
り
立
葵
紋
付
高
張
提
灯
一
対
と

御
田
扇
社
に
金
弐
拾
五
円
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

¢
往
時
の
構
成
村
（
大
庄
屋
は
洞
の
永
井
家
）

欠
・
洞
・
小
呂
・
箱
柳
・
岡
・
羽
栗
・
舞
木
・
地
金
・
切
越
・
桜
井
・

古
都
・
ち
原
沢
・
奉
梨
・
両
久
・
栗
木
・
高
簿
・
南
須
山
・
大
川
・
法
味
・

木
ノ
下
・
大
山
・
土
・
名
ノ
内
・
下
尾
呂
・
上
尾
呂
・
麻
生
・
桃
ツ
久
保
・

切
山
・
蘭
・
折
地
・
上
田
代
・
伊
賀
谷
・
岩
谷
・
鍛
冶
屋
・
須
淵
・
大
井

野
・
中
畑
・
坂
田
・
田
口
の
三
十
九
ケ
村
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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国
上
野
手
永
（
長
瀬
筋
手
永
と
も
言
う
）

藩
領
時
代
に
お
け
る
鴛
鴨
地
区
は
、
西
が
岡
崎
藩
で
東
が
挙
母
藩
と

分
か
れ
て
い
た
た
め
、
西
の
岡
崎
藩
の
み
長
瀬
手
永
と
し
て
御
田
扇
祭

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
は
、
行
政
区
が
同
じ
と
な
り

東
と
西
が
一
緒
に
な
っ
て
御
田
扇
祭
を
執
り
行
っ
て
き
た
。

神
輿
の
行
列
は
、
一
日
に
二
部
落
ほ
ど
廻
り
三
十
六
部
落
あ
っ
た
の
で

一
巡
す
る
の
に
十
七
・
八
日
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
周
り
順
は
、
中
島

か
ら
と
国
江
か
ら
と
の
一
年
交
代
で
行
い
、
費
用
は
賓
銭
で
す
べ
て
賄
え

た
そ
う
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
・
六
年
頃
に
一
部
の
人
達
が
神
輿
の
巡
幸
を
反
対
し
た

た
め
に
そ
れ
ま
で
の
村
を
廻
る
方
式
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
は
、

現
在
の
よ
う
に
七
月
の
第
一
日
曜
日
に
阿
弥
陀
堂
（
畝
部
西
町
）
　
の
神
明

神
社
に
各
村
の
代
表
を
集
め
て
午
前
十
時
よ
り
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
。
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神
事
に
関
わ
る
費
用
は
各
村
に
分
担
徴
収
し
、
式
典
の
あ
と
直
会
を
し
て

解
散
と
な
る
。
そ
し
て
午
後
よ
り
阿
弥
陀
堂
の
人
た
ち
で
神
事
を
行
な
い

神
輿
↓
御
幣
↓
の
ぼ
り
↓
花
傘
1
太
鼓
な
ど
の
順
序
で
部
落
内
の
辻
々
に

総
代
が
塩
を
撒
き
な
が
ら
神
輿
が
巡
幸
し
て
い
る
。
部
落
内
を
一
巡
し
た

あ
と
神
社
で
お
神
酒
開
き
を
し
て
終
わ
り
と
な
る
。

往
時
は
、
神
輿
の
行
列
に
　
「
飾
り
土
俵
」
　
が
加
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
飾
り
土
俵
を
作
る
に
は
準
備
を
四
日
な
い
し
五
日
程
を
要
し

た
そ
う
だ
が
、
今
で
は
飾
り
土
俵
を
作
る
技
法
を
知
る
者
は
い
な
い
。

ま
た
、
大
庄
屋
が
阿
弥
陀
堂
の
伊
予
田
家
の
当
時
、
大
庄
屋
が
伊
勢
の

豊
受
大
神
宮
　
（
外
宮
）
　
か
ら
宝
船
に
米
俵
が
二
・
三
表
乗
っ
て
い
る
絵
が

措
か
れ
て
い
た
扇
を
受
け
て
来
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
物
が
数
多
く

く
神
輿
の
中
に
入
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑳
往
時
の
構
成
材
（
大
庄
屋
が
阿
弥
陀
堂
の
伊
予
田
家
）
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八
町
・
中
園
・
へ
越
・
東
大
友
・
西
大
友
・
盛
越
・
橋
目
・
北
野
・
西
野

新
田
・
栗
寺
・
馬
場
・
広
下
新
郷
・
焼
寺
新
郷
・
栗
寺
新
郷
・
馬
場
新
郷
・

国
江
新
郷
・
上
新
郷
・
下
新
郷
・
上
村
新
郷
・
西
田
新
郷
・
大
林
・
竹
・
西

鴛
鴨
・
東
鴛
鴨
・
渡
刈
・
配
津
・
中
島
・
永
覚
新
郷
・
川
端
・
中
切
・
阿
弥

陀
堂
・
宗
定
・
国
江
・
上
・
下
・
泡
木
の
三
十
六
ケ
村
と
言
わ
れ
て
い
る
。

囲
川
西
手
永
久

明
治
七
年
頃
よ
り
普
段
は
矢
作
神
社
に
神
輿
を
納
め
て
お
き
、
七
月
中
頃

に
な
る
と
大
庄
屋
の
太
田
家
に
移
し
、
そ
こ
を
宿
と
し
て
一
日
に
二
ケ
村
の

割
合
で
三
十
一
ケ
村
を
一
巡
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
御
田
扇
祭
が
終
わ
る
と

神
輿
を
矢
作
神
社
に
安
置
す
る
仕
方
が
明
治
三
十
七
年
頃
ま
で
続
い
た
。

そ
れ
以
降
は
神
輿
を
常
時
矢
作
神
社
に
安
置
し
、
七
月
十
三
日
を
御
田
扇
祭

の
祭
日
と
し
て
三
十
一
ケ
村
の
総
代
が
奉
賛
者
の
代
表
と
し
て
代
参
さ
れ
て
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い
た
。
し
か
し
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
交
通
事
情
の
厳
し
さ
や
経
済
的
な

理
由
か
ら
代
参
も
や
め
て
し
ま
っ
た
。

夫
作
神
社
に
は
今
で
も
豪
華
な
山
車
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
往
時
に
は

山
車
の
前
に
神
輿
が
進
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
輿
の
な
か
に
は
鍬
の

木
片
が
あ
り
、
扇
に
は
馬
の
絵
が
措
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
御
鍬
祭

か
ら
御
田
扇
祭
が
移
行
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
、
昭
和
二
十
年
の
三
河
大
地
震
の
前
に
三
日
間
ほ
ど
低
い
う
な
り
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
　
「
う
な
り
石
」
、
日
本
武
尊
の
銅
像
と
そ
の
故
事
を

伝
え
る
　
「
矢
作
薮
」
　
が
境
内
に
あ
る
。

⑳
往
時
の
構
成
材
　
（
大
庄
屋
が
下
佐
々
木
の
太
田
家
）

東
矢
作
・
西
矢
作
・
宇
頭
・
尾
崎
・
茶
屋
・
上
渡
り
・
筒
針
・
西
牧
内
・

下
渡
り
・
東
牧
内
・
桑
子
・
東
別
所
・
西
別
所
・
山
崎
・
八
・
小
も
う
・

鴨
・
池
端
・
上
佐
々
木
・
下
佐
々
木
・
坂
戸
・
村
高
・
川
嶋
・
小
川
・

素
蓋
鳴
命

素
量
鳴
命
は
素
行
が
荒
く
高
天
原
を
追
放
さ

れ
、
出
雲
の
国
で
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
て

大
蛇
の
尾
か
ら
で
た
　
「
草
薙
の
太
刀
」
　
を

天
照
大
神
に
献
上
し
た
神
話
は
有
名
で
あ
る
。

ま
た
、
素
豊
嶋
命
は
邪
気
を
祓
い
、
悪
事
・

災
難
・
悪
魔
も
祓
い
除
け
る
神
様
と
し
て
の

信
仰
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
の
牛
頭

天
王
と
同
神
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

「
う
な
り
石
」
と
　
「
矢
作
薮
」


